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研究成果概要 
近年、チェレンコフ望遠鏡による観測可能なエネルギーしきい値が 200GeV 程度まで下

がったことにより、Sub-TeV 領域での放射している天体が数多く見つかり始めた

(Aharonian et al, Astrophys,J,636, 2006）。特に H.E.S.S.望遠鏡による銀河面探索によ

って、他の波長域で観測されていない正体不明の TeV ガンマ線源が数多く見つかり

（Aharonian et al, A&A431, 2005）、その数は現在までに発見されている TeV ガンマ線

天体の三分の一程度を占めている。本研究では、現在までに発見されている TeV(1012eV)
ガンマ線未同定天体をCANGAROO望遠鏡によって追観測を行い詳細なスペクトルおよ

びガンマ線放射領域の構造を求めることを目的とする。 
CANGAROOグループではH.E.S.S.グループによって 2番目に発見されたTeVガンマ線

未同定天体 HESS J1303-631(Aharonian et al, A&A439,2005)を 2006 年に、3 台の 10m
チェレンコフ望遠鏡を用いてステレオ観測を行った。このガンマ線データの解析を行っ

った結果、H.E.S.S.で得られている結果と同様、広がった領域からの TeV ガンマ線放射

を確認した（Kushida et al, 30thICRC,2007）。現在はさらに 2007 年 6－7 月に追加観測

した 32 時間分のガンマ線データの解析をすすめている。この天体は電波や X 線など他波

長で観測されているがこれらの波長での放射は確認されておらず、ガンマ線放射機構は

単純なシンクロトロン－逆コンプトンモデルでは説明がつかない。分子雲などの周辺領

域の情報をさらに調査して可能な放射機構を調べるなど、論文投稿に向けて準備を進め

ている。 
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